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東
京
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
要
望

令和 3 年度一
、
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

　

総
合
評
価
方
式
の
制
度
改
革
に

お
い
て
、
技
術
点
重
視
や
価
格
点

上
限
の
設
定
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

き
た
こ
と
を
高
く
評
価
い
た
し
ま

す
が
、
品
質
重
視
の
流
れ
を
「
一

層
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

⑴　

総
合
評
価
方
式
の
適
用
案
件

に
つ
い
て
は
、
清
掃
業
務
、
警

備
・
受
付
業
務
に
加
え
て
、
設

備
管
理
も
含
め
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
す
べ
て
に
価
格
点
上
限

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵　

政
策
的
評
価
項
目
に
つ
い

て
は
、
品
質
確
保
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
）、イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

等
の
資
格
者
の
保
有
状
況
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
認
定

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
７
０
０
１
）、
エ
コ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
認
定
事
業
者

（「
国
等
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
等
の
排
出
の
削
減
に
配
慮
し

た
契
約
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
中
の
基
本
方
針
「
環
境
配

慮
契
約
」
に
「
建
築
物
の
維
持

管
理
に
係
る
契
約
」
と
し
て
エ

コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
。）、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
協
会
加
盟
等
を
加
点
要

素
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶　

総
合
評
価
方
式
に
中
小
業
者

が
参
入
す
る
方
式
と
し
て
「
事

業
協
同
組
合
」
の
活
用
を
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
個
別
の

づ
き
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
要
望

書
を
提
出
し
た
こ
と
を
報
告
し
、

鷲
見
博
史
事
務
局
長
が
補
足
説

明
を
行
っ
た
。
各
種
通
知
や
予

定
な
ど
に
つ
い
て
は
鷲
見
事
務

局
長
が
報
告
。
こ
の
ほ
か
、
今

後
の
理
事
会
開
催
方
法
に
つ
い

て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
活
用
経
験
や

環
境
整
備
な
ど
で
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

  【
２
０
２
０
東
京
都
知
事
選
】

　

開
票
結
果
（
上
位
３
名
）

　

得
票
数

  

小
池
百
合
子　

無
所
属
（
当
）

　
　

３
，６
６
１
，３
７
１
票

  

宇
都
宮
健
児　

無
所
属

　
　
　
　
８
４
４
，１
５
１
票

  

山
本　

太
郎　

れ
い
わ
新
選
組

　
　
　
　
６
５
７
，２
７
７
票

  【
東
京
都
議
会
議
員
補
欠
選
挙
】

　

当
選
者

　

大
田
区
選
挙
区

　

鈴
木
晶
雅　

自
由
民
主
党

　
　
　
　
１
１
０
，０
５
９
票

　

北
区
選
挙
区

　

山
田
加
奈
子　

自
由
民
主
党

　
　
　
　　　
５
２
，２
２
５
票

　

日
野
市
選
挙
区

　

西
野
正
人　

自
由
民
主
党 　

　
　
　　　　　
４
６
，４
８
０
票

　

北
多
摩
第
三
選
挙
区

　

林　

明
裕　

自
由
民
主
党 　

　
　
　　　
６
５
，０
７
９
票

発
注
案
件
に
対
応
す
る
た
め
に

事
業
協
同
組
合
を
設
立
す
る
の

は
、
期
間
や
経
費
等
を
要
す
る

な
ど
、
現
実
的
で
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
特
に
、
一
定
規
模

以
上
総
合
管
理
案
件
に
お
い
て

は
、
異
な
っ
た
業
態
の
業
者
の

協
同
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｊ
Ｖ
で
の
入
札
参
加
に
つ

い
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

⑷　

総
合
評
価
案
件
の
入
札
に
は

十
分
な
準
備
期
間
が
必
要
と
の

要
望
に
対
し
、
可
能
な
限
り
期

間
を
確
保
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
と
の
回
答
で
す
が
、
契
約
第

一
課
案
件
（
工
事
）
の
入
札
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

公
募
か
ら
応
札
ま
で
の
期
間
を

長
く
取
り
、
工
期
に
つ
い
て
も

十
分
な
時
間
を
設
け
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
委
託
業
務
に

つ
い
て
も
一
層
の
入
札
時
期
の

前
倒
し
は
可
能
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
お
願
い
し
た

い
。

二
、
十
分
な
予
算
の
措
置
並
び

に
最
低
制
限
価
格
等
を
導
入
す

る
場
合
の
協
議
に
つ
い
て

　

改
正
さ
れ
た
品
確
法
が
示
す
よ

う
に
、
良
好
な
品
質
の
確
保
、
適

切
な
施
設
管
理
は
、
施
設
・
設
備

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削

減
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
次
の

事
項
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

⑴　

予
算
の
積
算
に
あ
た
っ
て

は
、
前
年
度
の
落
札
金
額
を
次

年
度
の
予
定
価
格
の
参
考
に
す

る
こ
と
な
く
、
毎
年
度
、
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
、
建
築
保

全
業
務
労
務
単
価
な
ど
、
最
新

の
単
価
に
基
づ
く
、
施
設
管
理

予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

な
お
、
建
築
保
全
業
務
に
係

る
「
技
能
労
働
者
」
の
労
務
単

価
は
、
公
園
清
掃
等
の
委
託
単

価
だ
け
で
な
く
、
軽
作
業
員
、

設
備
機
械
工
に
も
「
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
」
と
同
じ
職
種

の
単
価
で
積
算
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
旧
労
務
単
価
に

基
づ
き
積
算
し
契
約
し
た
案
件

に
つ
い
て
は
、
新
労
務
単
価
へ

の
契
約
変
更
を
認
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

⑵　

予
定
価
格
の
積
算
に
当
た
っ

て
は
、
品
質
確
保
の
た
め
、
積

算
能
力
や
事
業
者
の
提
案
内
容

の
審
査
能
力
な
ど
を
一
層
向
上

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶　

政
府
は
今
年
度
の
「
国
等
の

契
約
の
基
本
方
針
」
策
定
に
あ

た
り
、
警
備
業
や
清
掃
業
な
ど

の
人
件
費
単
価
が
低
い
業
務
に

お
い
て
、
年
度
途
中
に
最
低
賃

金
が
改
訂
さ
れ
た
際
に
契
約
金

額
を
見
直
す
発
注
機
関
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
労
務
費
上
昇
を

見
込
ん
だ
予
算
の
確
保
や
契
約

の
見
直
し
を
促
進
す
る
考
え
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
よ
っ

て
、
最
低
賃
金
の
年
度
途
中
の

引
上
等
も
見
込
ん
だ
適
正
な
予

冒
頭
、
挨
拶
を
述
べ
る
梶
山
理
事
長

理
事
会
の
様
子

提
案
説
明
を
行
う
横
田
幹
事
長

議
長
を
つ
と
め
る
榎
本
副
理
事
長

補
足
説
明
を
行
う
鷲
見
事
務
局
長

令
和
３
年
度
東
京
都
予
算
要
望
を
審
議

第114 回  理事会
　

第
１
１
４
回
理
事
会
は
、
当

初
、
４
月
７
日
の
開
催
を
予
定

し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
延
期
。
今
回
、
参
加
者
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
議
場
の
換

気
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
デ

ス
ク
の
間
隔
を
空
け
て
仕
切
り

ボ
ー
ド
も
設
置
、
議
長
席
は
ア

ク
リ
ル
板
で
囲
う
な
ど
、
感
染

防
止
措
置
を
講
じ
て
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
冒
頭
、

「
本
日
は
、
２
月
の
評
議
員
会
以

降
初
の
理
事
会
開
催
と
な
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

ご
参
集
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
あ
と
、
東
京
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

に
言
及
、「
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

と
強
調
し
た
。
審
議
事
項
な
ど

に
つ
い
て
は
、「
毎
年
行
っ
て
お

り
ま
す
都
議
会
各
会
派
に
対
す

る
要
望
書
が
議
案
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、そ
の
他
と
し
て
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
活
用
に
つ
い
て

皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
議

案
の
十
分
な
審
議
と
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
要
請

し
た
。

　

議
案
の
令
和
３
年
度
東
京
都

予
算
要
望
は
、
横
田
英
雄
幹
事

長
が
、「
大
項
目
の
１　

総
合

評
価
制
度
の
拡
充
で
は
、
こ
の

項
目
だ
け
前
書
き
が
な
か
っ
た

の
で
、
要
望
の
基
本
姿
勢
を
書

き
込
み
い
た
し
ま
し
た
」
な
ど
、

昨
年
度
の
要
望
と
今
年
度
の
要

望
と
の
違
い
を
中
心
に
提
案
説

明
。
大
項
目
５
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
つ
い
て

は
、「
新
た
に
追
加
し
た
項
目
で
、

４
月
に
政
治
連
盟
が
都
議
会
自

民
党
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
対
策
チ
ー
ム
に
対
し

て
提
出
し
た
内
容
を
基
に
作
成

い
た
し
ま
し
た
」
と
説
明
。
議

長
が
参
加
者
に
質
問
や
意
見
を

求
め
た
あ
と
採
決
に
移
り
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
は
以
下
の
５
つ
。

⑴
２
０
２
０
年
東
京
都
知
事
選

挙
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
に
つ
い
て
の
意
見
及
び
要

望⑶
全
国
協
会
か
ら
の
各
種
通
知

⑷
３
月
以
降
の
動
き
と
今
後
の

予
定

⑸
会
員
等
の
推
移

　

都
知
事
選
等
へ
の
対
応
と
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
の
要
望
は
、
横

田
英
雄
幹
事
長
が
担
当
。
自
民

党
が
個
別
の
候
補
者
へ
の
支
援

を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
定
し
て

い
た
た
め
、
政
治
連
盟
と
し
て

は
都
知
事
選
候
補
者
へ
の
推
薦

は
行
わ
ず
、
都
議
会
議
員
補
欠

選
挙
に
立
候
補
す
る
自
民
党
４

候
補
者
に
対
し
て
は
推
薦
要
請

に
基
づ
き
推
薦
状
を
交
付
、
都

議
会
各
会
派
か
ら
の
通
達
に
基

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
７
月
２
日
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
に
お
い
て
「
第
１
１
４
回

理
事
会
」
を
開
催
し
、「
令
和
３
年
度
東
京
都
予
算
要
望
」（
東
京
都
所
有
の
建
築
物
の

維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
）
に
つ
い
て
審
議
し
た
。




